
地区ガバナーになるためには、国内で開催される2回

（2011年9月、2011年11月）の「GETS」と米国・サンディ

エゴで開催される「国際協議会」への参加が義務づけ

られています。その報告は、ガバナー月信に報告させて

いただきました。これらの研修は、当地区でも3月31日に

開催されましたPETSに会長エレクトの皆様方に出席義

務があることと同様です。

サンディエゴ「国際協議会」は2012年1月16日～20日

までの間、朝から夕方までガバナーになるべく、研修を受

けて参りました。「Rotary Japan」のHP、「ロータリーの

友」にも詳細に掲載されましたので、ご覧になった方も大

勢いらっしゃると思います。

2012～13年度RI会長は、1968～69年度 東ヶ崎 潔氏、

1982～83年度 向笠 廣次（むかさ ひろじ）氏に次ぐ、30年

ぶり、3人目の日本人RI会長 田中 作次氏（D2770 八潮

RC）です。

今年度 田中RI会長のテーマは「Peace Through 

Service～奉仕を通じて平和を」です。これは、ただ単に

戦争と平和ということではなく、この平和は、一人ひとりが

心穏やかに日々 を生きていくことを意味し、このことが、ロ

ータリーの究極の目的で、ロータリーにしか出来ない世

界平和に通じる道である、と述べています。

ロータリークラブに入会して、ロータリーライフを充分に

楽しみ、この組織の将来についてお考えになったことが

おありかと思います。ロータリークラブは未来に続くものと

信じていますし、皆様方もそう願っていると思います。そ

のためには、ロータリークラブを引き継いでいく「若いロー

タリアン」の育成に力を注がなくてはならないでしょう。

それに加え、未来の地球平和を維持していく「若い

力・若いリーダーを育む」義務がロータリアン、あるいは

世の中の先輩である私たちにはあると思います。それを

踏まえて、2012～13年度の地区方針を「育もう未来の力

を～飛躍～」といたしました。

停滞している現状を脱却するためには、質の高い、ロ

ータリーにふさわしい新しい力を注入する必要に迫られ

ていることは、皆様方お判りだと思います。さまざまな社

会的変化に伴い、ロータリー自身、ロータリアン自身が変

化していく→変わらなくてはいけないのです。カルヤン・

バネルジーRI直前会長、田中RI会長もロータリーの改

革を訴えています。

今年度は、次の４つの言葉をKeywordにしていただ

きたいと思います。

①会員増強・会員維持

②会員研修

③健全な青少年の育成

④平和な社会への貢献

◎会員増強についてのお願い

現在世界で、120万人のロータリークラブ会員を、

2012～15年までに130万人にするのがRIの目標です。

当地区の2012年2月度の会員数は3,710名です。大

阪でも全力を尽くして「ロータリアンの素質」を持った会

員を増強する努力をしなくてはならないと思います。地

区で3,900名、各クラブ6％の純増をお願いいたします。



多分、この6％については、皆様「そんなこと出来な

い」と思われる数字だと思いますが、自然退会者を含め

た退会者のことを考えると、これでも結果的には、凄く低

い数字になってしまうことは、皆様良くお判りだと思いま

す。現在在籍している新しいロータリアンをロータリーク

ラブの次のリーダーとして研修を積んでいただくことは言

をまたないことです。各クラブ「プロジェクト3900」にご参

加下さい。

地区でも皆様方の負担金を極力少なくする努力をし

ていますが、会員が増加することで地区への負担金の

減額、強いては各クラブの会費等の減額につながり、会

員の増強と良い歯車になると思われます。

◎東日本大震災支援（災害支援）のお願い

Keywordには入れていませんが、震災支援も大きな

責務と考えます。

次年度も地区としては、災害支援を継続して参ります。

この支援は、今後何年に及ぶ事業か判りませんが、ロー

タリーとして継続すべき大きな事業の一つであると考え

て下さい。

次年度は支援の額は申し上げませんが、クラブ、ある

いは会員お一人おひとりのお考えで、出来る限り最高の

額を、地区災害支援基金に是非ご入金下さいますよう

お願い致します。第2660地区災害支援基金も現在枯

渇しています。災害支援プロジェクト委員会は、今後国

内外で発生するであろう災害に対しても支援が出来る

よう、地区として常設の委員会にしていくようにしたいと

願っています。震災の支援につきましては、2年目を迎え、

更に細かな「心を見守るような」支援が必要となってくる

でしょう。心のケアーが大事になってくる時期に入ってく

ると思われます。地域の社会保険協議会との連携も必

要になっていくでしょう。

災害支援プロジェクト委員会には、基金の管理のみ

ならず、この様な新しい展開の取り組み、新たな災害支

援へのマニュアル作成などの模索も併せて行っていた

だきたいと願っています。

現在、各クラブで行っている、東北のロータリークラブ

やその他の団体との連携は、更に深めて戴きたいと思

います。

震災支援につきましては、各クラブ、個人個人で考え

が大きく異なっていることも事実でしょう。

◎結びに

私は「灯心に火を点す」という奉仕活動が大切だと

思い、奉仕活動を行っています。お互いのニーズがかみ

合わないときは、そっと火を離し、心が通うまでじっと待つ

ことも必要な時もあります。

一度ともった灯が、明るく周囲を照らし、奉仕をする人

も「して良かった」、奉仕を受ける人も「それを受けて幸

せだ」と思う奉仕事業が大切だと思います。その奉仕を

実行、持続するためには、ロータリアンにふさわしい若い

力が必要なのです。

地区にとって、前向きで建設的なご意見は、出来る限

り取り入れたいと思いますので、お寄せ下さい。

最後になりましたが、一年間、皆様方のお力添えを戴

きながら重責を果たしたいと思っていますので、ご指導、

ご鞭撻の程をよろしくお願い申し上げます。

 

 
  
  
  
   
   
 



1944年9月20日

京橋耳鼻咽喉科

〒534-0023 大阪市都島区都島南通2丁目4番17号

1969年 関西医科大学卒業
1973年 関西医科大学大学院医学研究科外科系(耳鼻咽喉科)修了 医学博士
1973年 関西医科大学附属香里病院 耳鼻咽喉科部長代理
1977年 関西医科大学耳鼻咽喉科学講座 講師
1978年 旧西ドイツ ハンブルク市立ハイドベルク病院 助手併任
1981年 旧郵政省 大阪北逓信病院 耳鼻咽喉科部長
1989年 京橋耳鼻咽喉科開設 現在に至る

耳鼻咽喉科医

1992年10月29日 大阪中之島ロータリークラブ入会(チャーターメンバー)
1994～1995年度 会員選考委員長
1995～1996年度 SAA
1998～1999年度 副会長、クラブ奉仕委員長
2000～2001年度 会長
2003～2004年度 R規定・情報委員長
2004～2005年度 国際奉仕委員長
2005～2006年度 国際奉仕委員長
2006～2007年度 会長
2008～2009年度 社会奉仕委員長
2009～2010年度 IM実行委員長、R規定・情報委員長

1995～1996年度 地区親睦委員会委員
1996～1998年度 地区広報委員会委員
1998～1999年度 地区広報委員会副委員長
1999～2000年度 地区広報委員会委員
2009～2010年度 ガバナー補佐エレクト
2010～2011年度 ガバナー補佐
2011～2012年度 ガバナー・エレクト
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